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３．現在までの達成度 １．研究計画の概要 
①当初の計画以上に進展している。 (１) 本研究は日本における電子商取引の普

及過程から得られた成長モデルを電子商取
引が発展段階にある国に応用し、電子商取引
の成長決定要因を明らかにすることを目的
とする。インターネットの発展が著しいタイ
王国を調査対象国とする。 

(理由) 
  研究対象国および日本における社会調査
を実施し、比較分析の段階に入っている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(１) タイ王国および日本における社会調査
において得られた二カ国データの集計およ
び概要比較を完成させる。さらに詳細なデー
タ分析を進めて二国間の比較および二国間
比較の可能なモデル化の提案に向けて研究
を推進する。二カ国における社会調査では、
人文社会系の大学生と理工学系の大学生を
対象としており、分析の段階においては学部
属性による行動様式の差異についても明ら
かにする。 

 
(２) 研究手法として、日本とタイ王国におい
て電子商取引の利用者を対象とした社会調
査を行い、電子商取引の利便性とリスクの相
関を二国間比較が可能な形で明らかにする。
そして、日本との比較において、発展段階の
国における電子商取引の成長モデルを明ら
かにする。 
 
２．研究の進捗状況 
(１) タイ王国における電子商取引の利用者
モデルを明らかにするため、タイ語版のアン
ケート調査票を作成した。アンケート調査票
は、一般的な行動様式を問うための前半部分
と、電子商取引に対する利用動向を問うため
の後半部分から構成される。後半部分の冒頭
にはモックサイトを置き、あたかも実際に電
子商取引を利用するような意識で回答が得
られるよう設計した。日本における比較調査
のため、日本語に翻訳した調査票を作成した。 

 
(２) タイ王国における電子商取引の発展状
況に応じて、柔軟に研究対象を対応させる。
タイ王国ではインターネットに接続された
パソコンを介した電子商取引だけでなく、ス
マートフォンを介したモバイル利用型電子
商取引の市場が発生していることから、スマ
ートフォンにおける利用者の行動様式につ
いても調査を実施し、パソコンにおける行動
様式との比較検討を行う。 

  
(３) タイ王国のチュラロンコーン大学の研
究者と意見交換を行いながら、二カ国のデー
タ分析および二国間で比較可能なモデルの
構築を推進する。研究成果については、タイ
側の研究者との共著によって各種の国際会
議で発表する方針である。さらに提案するモ
デルについては、情報経営学分野等の学会誌
に投稿することを計画している。 

(２) タイ王国における電子商取引の先進的
な利用者であるチュラロンコーン大学の学
生を対象に教室アンケートを実施し、２つの
学部において累計で４５０サンプルを収集
した。日本においても、首都圏および地方の
大学において学生を対象とした日本語版ア
ンケートを実施し、首都圏および地方の複数
の大学において回答データを収集した。 
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